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11 月 13 日～ 16 日にアメリカ・アリゾナ州で開催された Annual 
Coordinator Conference。各州の４Hコーディネーターととも
に国際交流 50年を祝った。
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祝！ 国際交流50年記念
　・ラボ国際交流50年の軌跡
　・Golden Moments: 50years of Global Connections and Lasting Impact

地平線白書　2024夏のラボ国際交流
　・北米交流，ニュージーランド交流，オレゴン国際キャンプ，韓国交流
　・受入れプログラム

東京言語研究所　教師のためのことばセミナー
　～学校国文法と学校英文法：その構造と教育のあり方
理事会・評議員会報告

10代とともに　～続けているのは好きだから

Go Ahead!　～向 敦史氏
Information



☆…1972年にアメリカ４Ｈとの間で始まっ
たラボ国際交流は，コロナ禍による２年間
の中断を経て， 2023年に50回目を数え
ました。ラボ国際交流50年の軌跡を振り
返ります。

　ワシントンとアイダホの２つの州からはじまったアメリカ４Ｈとのホームステイ
交流は，今では多くの子どもたちの夢をはぐくむかけがえのないプログラムと
なっています。異文化にふれ，友情をはぐくみ，そして大きく成長していく
子どもの姿は，私たちの最大の喜びです。この50年間，活動を支えてく
ださった皆様に心より感謝申しあげます。これからも，子どもたちが世界に
羽ばたくための力となるよう，努力を続けてまいります。

（一財）ラボ国際交流センター　理事長　林 浩司

～各交流のスタート～

2024
「国際交流50周年
記念の集い」
アリゾナ州にて

2024
「国際交流50周年
記念の集い」
アリゾナ州にて

2007　LanguBridge受入れ，
 ニュージーランド受入れ
2007　LanguBridge受入れ，
 ニュージーランド受入れ

1974
 「ラボの世界」創刊
1974
 「ラボの世界」創刊

1975
 カナダ交流
1975
 カナダ交流

1977
 韓国交流
1977
 韓国交流

1981
 マレーシア交流
1981
 マレーシア交流

1980
韓国交流中止
1980
韓国交流中止

1983　
 オーストラリア交流
1983　
 オーストラリア交流

2001
 韓国交流再開
2001
 韓国交流再開

1992　
 イギリス受入れ
1992　
 イギリス受入れ

1973

 外国青少年受入れ，
 財団法人ラボ国際交流センター設立

1973

 外国青少年受入れ，
 財団法人ラボ国際交流センター設立

1979　
 ４Ｈ父母交流，韓国受入れ
1979　
 ４Ｈ父母交流，韓国受入れ

1982　
 オーストラリア受入れ
1982　
 オーストラリア受入れ

1986
 中国交流
1986
 中国交流

1987
 日本語研修生受入れ，
 インターンプログラム

1987
 日本語研修生受入れ，
 インターンプログラム

1993
 メキシコ交流
1993
 メキシコ交流

     2002

ニュージーランド交流

     2002

ニュージーランド交流

1988
 高校留学
1988
 高校留学

理事長あいさつ

1972
 ラボ海外旅行（北米交流）
1972
 ラボ海外旅行（北米交流）

ハワイ交流，
中国受入れ，
父母交流受入れ

ハワイ交流，
中国受入れ，
父母交流受入れ

1991　
  イギリス交流
1991　
  イギリス交流

2003
 

 ニュージーランド
 親子交流

2003
 

 ニュージーランド
 親子交流

1997　
 オレゴン国際キャンプ
1997　
 オレゴン国際キャンプ

2012　

        インドネシア受入れ

2012　

        インドネシア受入れ

2023
 ニュージーランド交流・韓国交流・
 受入れプログラム再開

2023
 ニュージーランド交流・韓国交流・
 受入れプログラム再開

　　　　　　　　　2022

 北米交流・
 オレゴン国際キャンプ再開

　　　　　　　　　2022

 北米交流・
 オレゴン国際キャンプ再開

2021
 高校留学再開
2021
 高校留学再開

2020-2021　
 国際交流中断
2020-2021　
 国際交流中断

※第１回目は「ラボ海外旅行」
としてスタートしました
※第１回目は「ラボ海外旅行」
としてスタートしました
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　11月13日～ 16日に，国際交流50年を記念したAnnual Coordinator Conferenceが
States’ 4-H International Programs主催でアメリカ・アリゾナ州にて開催されました。
４Ｈの各州コーディネーターのほか，世界の各交流団体（日本，韓国，台湾，アルゼンチン）から，
総勢80名がつどいました。ラボ国際交流センターからは，財団普通会員のラボ・テューター
17名，理事長ほか６名が参加しました。

　11月13日～ 16日に，国際交流50年を記念したAnnual Coordinator Conferenceが
States’ 4-H International Programs主催でアメリカ・アリゾナ州にて開催されました。
４Ｈの各州コーディネーターのほか，世界の各交流団体（日本，韓国，台湾，アルゼンチン）から，
総勢80名がつどいました。ラボ国際交流センターからは，財団普通会員のラボ・テューター
17名，理事長ほか６名が参加しました。

　各交流団体からのワークショップの
時間。ラボからは，日米の子どもをとり
まく環境を比較するプレゼンテーション
をしました。また，2024年の交流事例
を紹介しながら，国際交流プログラム
はラボの参加者だけでなく，４Ｈの
受入れ家庭にとっても価値のある体験
であることを伝えました。

合同会議報告合同会議報告合同会議報告

　Conferenceに先立ち，11月13日，States’ 4-H International 
Programs （S4-H） との合同会議が開催され，S4-HのBoard Member 
（理事） ８名，S4-Hスタッフ４名，ラボ事務局６名が出席。今夏の振り
返りと，2025年にむけて意見交換が行なわれました。青少年教育プロ
グラムとしての国際交流の重要性に鑑み，今後も共同してプログラムを
維持，発展させていくことを確認しました。

プログラム
11/13

 ・Historical Display
 ・Opening Ceremony
 ・Welcome Dinner

11/14

 ・General Session
 ・Historical Panel
 ・International Partner Presentations
 ・Breakout Workshop Sessions
 ・50th Anniversary Gala Dinner

11/15

 ・Placement Workshop
 ・Local Tour
 ・Silent Auction
 ・Culture Fair Night

11/16

 ・Departure

日本の給食準備を疑似体験して
もらい，自立を促すアメリカに対し
て，協力することを意識する日本
の子育てを対比した

日本の給食準備を疑似体験して
もらい，自立を促すアメリカに対し
て，協力することを意識する日本
の子育てを対比した

Breakout Workshop Sessions紹介Breakout Workshop Sessions紹介Breakout Workshop Sessions紹介

General Session で 50 年の
歴史を振り返った
General Session で 50 年の
歴史を振り返った

Welcome Dinner は，国際交流が始まった
1970 年代ふうのファッションで
Welcome Dinner は，国際交流が始まった
1970 年代ふうのファッションで

ノースカロライナ州に留学中の
ラボ高校留学生から，留学生活
を通して考えたことをスピーチ

ノースカロライナ州に留学中の
ラボ高校留学生から，留学生活
を通して考えたことをスピーチ

「紙，布，食」をとおして
日本文化を紹介
「紙，布，食」をとおして
日本文化を紹介

How seeing life from another perspective 
leads to world peace!
How seeing life from another perspective 
leads to world peace!
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2024夏のラボ国際交流

地平線白書

今夏の国際交流プログラムには，訪問プログラム
に 499 名，受入れプログラムに総勢 78 名が
参加しました。この夏の体験を，８名の参加者に
リポートしていただきます。

　はじめて会ったとき，ホストは内気で何も話さず，これから始まる１か月を楽しく過ご
せるのか不安でいっぱいでした。５日目，ホストが裏庭でテントを立ててキャンプをしようと
提案してくれました。テントの中で，好きなテレビ番組や趣味について，気がつけば夜中の３時

まで語りあっていました。その時間が私たちの距離を一気に縮めてく
れました。それ以来，ホストとは１日１回は爆笑しあえるようになりま
した。
　また，Mom に失礼になるかもと，すべてに “Yes” と答えて，自分
を出すことができずにいると，「本当にやりたいことを言えているか
Mom が心配に思っている」と引率者から聞き，自分の気持ちを伝え
ることがたいせつだと気づきました。
　お姉ちゃんや弟ともすぐにうちとけ，一緒に遊びながら過ごす時間が
増えていきました。ある日，Mom が私たちを見て「本当のきょうだい
みたい」と言ってくれ，本当の家族になれた気がしました。
　ホームステイでは，不安を恐れずにどんなことにも挑戦す
る姿勢と，自分を出すことがだいじだと思います。この夏，
私は人生で最高の経験をしました！

気持ちを伝えるたいせつさ

森脇愛心（中３／愛知県・加藤純代P）
訪問先：アメリカ・ニューヨーク州

北米交流

親子２世代の交流体験

　私がラボ国際交流に参加したのは中学１年生の夏。ホストとはすぐに仲良くなり，
トランポリンの上で一晩過ごしたり，馬に乗ったり，キャンプに行ったり，心が躍る
ような日々でした。「帰りたくない，もっと一緒にいたい」と別れたあの瞬間は，いま
でも心に深く刻まれています。時代の変化とともに，文通，Eメール，SNS と交流
の手段は変わりましたが，友情はいまも続いています。この交流を通じて世界が広が
り，人と人とのつながりのたいせつさを学んだと思っています。

　今回，娘がどんな体験をして帰ってくるのか楽しみでした。ホームシックを持ち前の明る
さと前向きさで乗り越え，すばらしい日々を過ごすことができたようです。たくさんの思い
出を楽しそうに話し，いまも連絡をしている姿を見て，ホームステイに送りだして良かった
と感じました。この体験が将来にむけて大きな財産となったと確信しています。

森脇佳美様（保護者）1994年アメリカ・オレゴン州参加

●参加前と変わったところ
自分はいまアメリカでたくさんのことに
チャレンジしているんだと，自信がついた。

ニューヨークシティに遊びに
行ったときの，きょうだい
みんなでの写真。たくさん
笑った

ニューヨークシティに遊びに
行ったときの，きょうだい
みんなでの写真。たくさん
笑った

裏庭の池でボートに乗った。たくさん水をかけ
あって，たくさん笑って，仲がすごく深まった
裏庭の池でボートに乗った。たくさん水をかけ
あって，たくさん笑って，仲がすごく深まった

４Ｈのフェアのお手伝い。
モールメガネを作りあった
４Ｈのフェアのお手伝い。
モールメガネを作りあった

おみやげの練り飴を作って
いるところ。私が持っていっ
たおみやげに興味をもって
くれ，喜んでくれました
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　森のなかで大きな切り株の上に立ったとき，満点の星空
の下で眠ったとき，砂漠にはえているヒマワリと目が合っ
たとき……どこまでも広がる空間を享受していると，自分
はふだん狭い世界で生きていると感じました。
　キャンプを通して，あらためてたいせつだと
思ったのは人間関係についてです。一緒に旅
をする仲間も，３週間も一緒にいれば衝突す
ることがあります。腹をわって根気強く話し
あってみると，すれ違う前よりも仲良くなれま
した。引率者が「日本人同士でも立派な異文化
交流だよね」と言っていたのが印象に残って
います。

　アンバサダー（現地の参加者）と別れるときは
寂しかったです。でも，遠くにも友だちがいると
思うと，また広い世界を感じられるし，ひとりじゃ
ないと思えます。はじめてのことに挑戦するには
勇気がいるけど，キャンプでは後押ししてくれる友
だちがまわりにいます。この先もずっとキャンプ
で築いた人間関係をたいせつにして，この体験を
糧に新しいことに挑戦していきたいです。

キャンプで築く人間関係

見澤 瞳（高１／茨城県・田口好子Ｐ）
訪問先：アメリカ・オレゴン州，カリフォルニア州

オレゴン国際キャンプ

　ぼくは北海道生まれですが，アイヌ民族の文化をあまり知りません。ニュージーランド
では子どももハカを歌って踊れることに驚きました。自国の文化を愛していることがよく
わかりました。

　学校では日本語の授業で教える役割をしましたが，
英語ができないと日本語もうまく教えられないのだ
と思いました。授業でインスタントの味噌汁を作った
ら，みんなは味噌の見た目に険しい表情をしていまし
た。それでも飲んだ後はおいしいと言っていました。
　ぼくのスクールバディはどちらかというと社交的で
はなく，むこうからあまり話しかけてきませんでした。
なので自己紹介アルバムを見せたり，がむしゃらに
話しかけてみました。午前中にモーニングティーと
いって，おやつを食べる短い休み時間があり，その
時間にバレーボール，クリケット，ラグビーに混ぜて
もらい，一緒に楽しんでいたら友だちが増えました。
　今年の夏は今まででいちばん充実していて，最高
の思い出ができました。

留学とホームステイの両方を経験

伊藤 駿（中２／北海道・三坂桂子Ｐ）
訪問先：タウランガ

ニュージーランド交流

●学校の思い出
はじめは Google 翻訳をつかわれること
が多く，話のリズムがつくれなかった。
でも学校最後の日，Google 翻訳をつかっ
たのは友だちが「ありがとう」の音声を
流したことのみだった。

●発見したこと
だいじなのは英語力じゃなく
て伝える気持ち。英語をうまく
伝えられないときに，自己紹介
アルバムを何度もつかった。

●英語でしゃべること
最初は正しい英語かどうかばかり気にしてい
た。でも，寝る前にアンバサダーが日本語で
「おやすみ」と言ってくれたとき，教えたこ
とを覚えていてくれたことがうれしかったし，
自分の国のことばをしゃべってくれるだけで
安心できることを実感した。アンバサダーも
同じだろうと思ったら，それからは「正しい
英語」は気にせずコミュニケーションをとれ
るようになった。

●参加前と変わったところ
自分の気持ちをことばにすることが少し
うまくなった。アンバサダーやカウンセ
ラーは，自分の言いたいことを述べて
いるのに，相手を傷つけない言い方が
できてかっこいいなーと思った。マネし
ているうちに，少しそれが身についた
気がする。

ホストファミリーに折り紙を教え
た。日本料理を作ったら大喜びし
てくれて，うれしかった

ホストファミリーに折り紙を教え
た。日本料理を作ったら大喜びし
てくれて，うれしかった

スクールバディと。最初はうまく話せ
なかったけど，スポーツやアニメが
会話をつなげてくれた

スクールバディと。最初はうまく話せ
なかったけど，スポーツやアニメが
会話をつなげてくれた

80L 入るリュック。これで空港を
移動するのはたいへんだった
80L 入るリュック。これで空港を
移動するのはたいへんだった

浜辺の昆布で縄跳び。私たちはその場に
あるもので遊ぶ能力に長けている
浜辺の昆布で縄跳び。私たちはその場に
あるもので遊ぶ能力に長けている

仲良くなった仲間たち。また
みんなと絶対に会いたい !!
仲良くなった仲間たち。また
みんなと絶対に会いたい !!

キャンプ参加者みんなで大きな
切り株の上に乗った
キャンプ参加者みんなで大きな
切り株の上に乗った
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　６月から８月にかけて，総勢78名がアメリカ，
カナダ，韓国，中国から来日。今夏は中国との
交流が５年ぶりに再開，北京市月壇中学から
11名が来日しました。

　６月から８月にかけて，総勢78名がアメリカ，
カナダ，韓国，中国から来日。今夏は中国との
交流が５年ぶりに再開，北京市月壇中学から
11名が来日しました。

受入れプログラム受入れプログラム

日本語研修生受入れ

　私は K-POP が好きで，韓国にも興味があったので参加しました。コミュニケー
ションに不安がありましたが，ホストが英語を話せたので英語と韓国語で会話をし
ました。ホストと一緒に夜中まで韓国ドラマを見るのが楽しかったです。私の希望
をいろいろと聞いてくれたホストファミリーに感謝しています。
　韓国ラボのキャンプに参加して，韓国の子と一緒に SADA をして友だちもできま

した。また，ホストの通ってるラボ・パーティでは，
韓国の伝統遊びや SADA をしました。
　いちばん嬉しかったことは，持っていった日本の
お菓子やインスタントの味噌汁，文房具などをとて
も喜んでくれたことです。「柿の種」がホストのいち
ばん好きなお菓子で一緒に食べました。においつき
の消しゴムは，ホストが勉強するときに喜んで使って
くれました。
　応援してくれたみんなのおかげで，この交流は私
にとって有意義な時間になりました。挑戦したこと
で自分に自信がつきました。国際交流を迷ってる人
は，ぜひチャレンジしてください。

自分に自信がついた

岡 愛莉（高２／徳島県・横田由佳子Ｐ）
訪問先：ソウル

韓国交流

　Micah は朝早く起きて日本語の勉強をしていたし，電車でも日本語をがんばって勉強して
いた。ぼくは英語はあまり知らないけど，知っていることばは使ってみた。たくさんひらがな
を教えてあげた。
　Micah はいっぱい遊んでくれた。家でかくれんぼをしたときは，背が高いからすぐ見つか
るかと思ったら，ドアの隙間に挟まってじょうずに隠れていて，なかなか見つからなかった。
　家族でお寿司屋さんに行ったとき， “Micah” と 
「真イカ」 の発音が同じことをお父さんが教えたら，
Micah の LINE のアイコンが「真イカ」になった。

　Micah が Mom 直伝のチキンとアメリカ国旗のフラッグケーキを作ってくれた。
世界一おいしいチキンだった。

いっぱい遊んでくれた

大野颯之助（小１／千葉県・小池安奈Ｐ）

●会話できるって楽しい
ホストやお母さんが話しかけてくれて，
自分からも話せるようになって，会話を
することが楽しかったです。英語や韓国
語を使って会話するのが楽しいことを
発見できたし，自分でも会話をすること
ができるという自信もつきました。

　もともと異文化に興味があり，幼い頃のほうが感性も柔軟で受け入れやすいと思い，
受入れを決めました。国が異なっていても，一緒に住んでいてまったく違和感なく，
家族がひとり増えた感じで過ごせました。特別なお出かけが多かったわけではありませ
んが，みんなが寝る時間まで同じ部屋で過ごして，たくさんコミュニケーションをとっ
たことが良い思い出です。

家
族
よ
り

ホストファミリーと対面。ドキドキ
とワクワクでいっぱい
ホストファミリーと対面。ドキドキ
とワクワクでいっぱい

スパリゾートハワイアンズに行った。
プールで潜ったり，水をかけあったり，
フラダンスを見て，ピザを食べたのも
楽しかった

スパリゾートハワイアンズに行った。
プールで潜ったり，水をかけあったり，
フラダンスを見て，ピザを食べたのも
楽しかった 「ごちそうさま」が難しかったの

で，日本語チェックをしてあげた。
最後には 100 点をあげた
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新しいことにチャレンジできる機会

　Camden はソフトボール部でも，テニス部でも，バスケットボール部で
もあり，テニスをするとサーブがとてもじょうずでした。

　英語で「通じるかな？」と思ったら，Camden が察して「〇〇〇？」と聞きかえしてくれて，
私は「そうそう」としかこたえられない場面も多く，それでもがんばってジェスチャーやアイコン
タクトを使って，なんとか伝わるように努力しました。話すのは苦手だったけど，聞きとるのは少し
とくいだったから，そこはよかったなと思いました。
　Camden とは，夜たくさんしゃべりました。その日の感想や，明日の予定を話しあったり，
Camden の好きなホラーゲームや，韓国のアイドルグループの話を聞いたり，お菓子パーティをし
ました。一緒に
いて楽しかった
です。

観光ではできないホームステイの魅力
平野伶奈（中２／佐賀県・三根利恵子Ｐ）

北米青少年受入れ

　日本で楽しい体験をしてもらえたらいいなと受入れを決めました。曾瞳さん
は日本語がとてもじょうずで，たくさん話をしました。日本では高級なイメージ
のあるメロンは，中国ではとても安いのだとか。中国料理をふるまってくれた
とき，辛さにびっくりしました。家ではさらにスパイスで辛く味つけして食べるそうです。
　パワフルで明るい彼女と交流して思ったのが，まっすぐに自分の考えを伝えることのたいせつさです。
「おいしい」「やってみたい！」など，自分の感じたことをことばにして表現する彼女はなんてすてきなの
だろうと思いました。それを母国語でない言語でやるのは大変な努力がいるだろうし，勇気もいることだ
と思います。自分の芯をもちながら，異文化の体験を全身で楽しんでいる姿は本当にかっこいいなと感
じました。自分もそういった強さをもった
人になりたいなと思いました。
　いつか中国に来てね！　と言ってくれた
ので，必ず会いに行きたいです。

自分の感じたことをことばにする
池田羽菜（高２／埼玉県・四元佳奈子Ｐ）

中国青少年受入れ

　もともとはじめて会った人に無口なぼくは，仲良くなれるか心配でした。しかし
ユンソクは日本語がじょうずで，英語で話そうと思っていたぼくはとても驚きました。
そのことがきっかけで聞きたいことがたくさん出てきたので，ぼくからも積極的に
話しかけました。ラボキャンプではもっと新しいことをやってみたいと思うようにな

り，ユンソクと一緒に「キャンプ盛りあげ隊」をやったりしました。いちばんの思い出はみんなと一緒
に家で映画をみたり花火をしたことです。韓国ラボのキャンプに誘われているので，行ってみたいです。
　受入れはぼくにとって新しいことにチャレンジできる機会でした。来年は北米交流に参加予定なので，
そこでもぼくが変われる機会になればいいと思います。

馬場俊丞（中２／山口県・吉兼和恵Ｐ）

韓国青少年受入れ

　子どもたちはきょうだいが増えて嬉しそうだったり，人と関わる楽しさや難しさを感じたり，いい経験
になりました。たいせつな友だち，家族が海の向こうにいるということは，子どもたちに大きな影響を与え
てくれたと思いますし，観光ではできないホームステイの魅力をあらためて感じました。また会いたいと
思う気持ちが次につながってくれると思っています。家族でできる国際交流，おすすめです☆

家
族
よ
り

　家族で国際交流をしたいという思いをずっと抱いてきました。日本語が堪能で，誰に対しても優しく接してくれる
ユンソク。多くを語りあわなくても，一緒に過ごす時間がふたりの絆をつくっていくように思われました。ダンサーになり
たいという夢を描き，まっすぐ進んでいくユンソクの姿に，私たち家族も感銘を受けました。家族がひとり増えたことを
嬉しく思います。「韓国ラボのキャンプでユンソクと再会する」という，俊丞の新たな夢をつくってくれてありがとう。

家
族
よ
り

　「私はいままで日本語を一生懸命勉強しました」とすなおに
ことばにできる曾瞳さんはとても輝いていました。４泊５日の
短い時間をお互いに充分に楽しみ，再会を誓いあいました。

家
族
よ
り

山登りはたいへんだったけど，みんなで登りきった山登りはたいへんだったけど，みんなで登りきった
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な「ごはん」。集中
して書きあげた
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「キャンプ盛りあげ隊」に
一緒に挑戦！
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の距離もぐっと近づいていた
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ことで葛西臨海水族館へ
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学校国文法と学校英文法
　：その構造と教育のあり方

東京言語研究所  教師のためのことばセミナー

第２回

27
㊐

10

一般財団法人ラボ国際交流センター
 理事会・評議員会報告

一般財団法人ラボ国際交流センター
 理事会・評議員会報告

武庫川女子大学教授。兵庫教育大学学校教育学部卒業。大阪外国語大学言語社会研究科博士後期課程修了。
博士（言語文化学）。チュラロンコン大学講師，実践女子大学助教，国立国語研究所助教・准教授，帝塚山大学准教授・
教授，京都外国語大学教授を経て現職。光村図書出版小学校国語及び英語編集委員，日本語教育学会調査研究推進委員会
副委員長，関西言語学会大会委員会副委員長など。2015年度日本語教育学会奨励賞受賞。2017年度独立行政法人日本
学術振興会科学研究費補助金第 1段審査委員表彰。日本語教育，日本語学，国語科教育など幅広い研究分野に興味関心
がある。

森 篤嗣

　本講義では，学校国文法と学校英文法の経緯と現
状の確認からはじめ，「主語」「目的語」「活用」「ヴォ
イス」「テンス」「アスペクト」「連体修飾部（関係詞節）」
というトピックごとに構造の比較を通して，教育のあり
方について考えるための土台となる情報を示しまし
た。
　学校国文法については，助動詞をはじめとした品詞
に意味を押しつけがちです。そのため，文の構造を考
える授業に結びついておらず，日本語の構造理解の多
くは英語科で実現されているのが現状です。学校国文
法を変えるというよりも，学校国文法を乗り越えて文
の構造の教育をする機会を増やし，「言語の教育」を

目指していただくのが最善かと伝えました。
　学校英文法については，授業において対象言語で
ある英語を中心に扱うのはもちろんですが，学校国文
法だけでなく日本語学を含めた日本語の構造について
も理解を深め，母語である日本語との対比を有効に活
用しながら英語の教育にあたっていただければと伝え
ました。
　受講者自身がそれぞれの立場で，学校国文法と学校
英文法両者の新たな展開を考え，「ことばの教育」を
実行していってくださることを期待したいと伝えて結びと
しました。

2021 年からは「教師のためのことばセミナー」として，教師を主たる対象として理論言語学の考え方や方
法を講義とディスカッションを交えた形式で解説する企画を始めました。今年度は「ことばへの気づき」の
対象となる言語知識やその獲得・使用などについての講義に加え，話題沸騰の生成 AI と言語教育との関連に
ついての講義を２つ組みこむことにしました。小・中・高・大の先生以外にも，教員志望者，社会人など，
いろいろな背景をもつ方々にむけ，わかりやすく解説しています。

　第 53期上半期事業報告を主たる議題とする理事
会と評議員会の合同会議が，11 月 19 日（火）に，
理事 10 名中 10 名，評議員 10 名中 9名が参加し，
対面とオンライン併用で開催されました。今夏実施
の諸外国訪問プログラム，また５年ぶりに再開した

中国・北京市月壇中学との交流を含めた諸外国の
受入れプログラムのようすが，写真を交えて報告さ
れました。また，定款について，会員の承認，役員
の職務執行報告など，全議案が異議なく承認されま
した。
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　幼いころから，この世界がふしぎでふ
しぎで仕方ありませんでした。
　幼稚園に入園するころに，自分の病気
や他人の死などを通じて，「人間はいずれ
死んでしまう」ということに気がつきま
した。そして，いずれはかならず死んで
しまうのに「なぜおとなたちは平然と生
活しているんだろう？」と疑問に思った
んです。おとなたちが，生きていること
に「まるで意味があるように」暮らして
いるのはなぜだろうと思ったわけですね。
ちなみにみなさんは，人生の意味はわか
りますか？　難しい質問ですよね。
　幼いころの私は，そのうちにおとなが
目の前にやってきて，人生の意味や，人
はなぜ生まれてなぜ死んでいくのか，そ
して死後はどうなるのかを教えてくれる
ものだと，本気で思っていたんです。と
ころが中学生になっても誰も教えてはく
れませんでした。なので，そのころから
いろいろな本を読みはじめました。私は
中学生のころから親元を離れ，下宿で暮
らしていたので，部屋ではひとりきりだっ
たんですね。そのため本ばかり読んでい
た記憶があります。まず読んだのは小説
でした。小説家って，一風変わっている
人という印象があったので，私の疑問に
答えてくれるような気がしたんです。太

宰 治，三島由紀夫，阿部公房，大江健三
郎……とにかく毎日本を読みました。小
説には，いろいろな感情がでてくるし，
人生観にふれることができて，すごくお
もしろかった。しかし，肝心の「死」に
ついてとか，「生きる意味」の根本的なこ
とについては教えてくれませんでした。

哲学との出会い
　中学２年生のときに，小林秀雄という
文芸評論家の本に出会います。彼の考え
に惹かれ，本を読みすすめているうちに，
「哲学者」という人たちが，私の考えてい
ることと同じようなことを考えているら
しいということを知ったんです。そこで，
本のなかで引用されている哲学者，アン
リ＝ルイ・ベルクソンやアルトゥール・
ショーペンハウアー，フリードリヒ・ヴィ
ルヘルム・ニーチェなどの本を読みはじ
めました。これらの哲学の本は，おもし
ろかった。私の疑問の答えに近づいてい
るという感覚もありました。しかし，こ
れらの本もやはり私の疑問の根本的な答
えにはならないものでした。
　ところが高校生になると，アルベール・
カミュの『シーシュポスの神話』という
哲学的なエッセイに出会い，哲学をやり
たいと思うようになりました。シーシュ

　　　　　　10 代とともに10 代とともに

中村 昇
長崎県佐世保市生まれ。中央大学文学部教授。一般財団法人ラボ国際交流

センター評議員。専門は現代西洋哲学で，ルートヴィヒ・ヨーゼフ・ヨーハン・ウィ

トゲンシュタイン，アンリ＝ルイ・ベルクソン，アルフレッド・ノース・ホワイトヘッド，

西田幾多郎，ルドルフ・シュタイナーなどを研究。著書に『いかにしてわたしは哲

学にのめりこんだのか』（春秋社）『小林秀雄とウィトゲンシュタイン』（春風社）『ホ

ワイトヘッドの哲学』（講談社）『ウィトゲンシュタイン　ネクタイをしない哲学者』

（白水社）『ベルクソン＝ 時間と空間の哲学』（講談社）『ウィトゲンシュタイン『哲

学探究』入門』（教育評論社）など多数。

　今回お話をうかがったのは，哲学者の中村 昇さん。落語，将棋，万年筆など，
多彩な趣味をおもちで，学生時代には演劇もされていたそう。経験豊かな中村さんが，
世界の誕生にまつわる大きな疑問から，日々の生活のなかにある些細な疑問まで，
さまざまなお話をしてくださいました。

Noboru Nakamura

ポスというのはギリシア神話の登場人物
で，神々を欺いたために大きな岩を山の
上へ運ぶが，山頂近くまで行くと，重み
で岩がふもとまで転がってしまうので，
また山の上に運ぶ，という罰を受けてい
ました。カミュはこのことと，人間の状
況が同じだというのです。つまり，人生
に意味などなく，不条理なのだと。私は「あ
あその通りだ」と思いました。私の疑問
というのはやはり哲学なんだなと確信し
たのです。

なんだかわからない感動
　演劇にも興味をもちました。高校では，
文芸部と演劇部に所属していました。高
校を卒業してからは，演劇をやるために
上京しました。東京の大学に通いながら，
さまざまな公演を観にいきました。「紅テ
ント」や「黒テント」，「天井桟敷」など
の芝居をずっと観ていました。すごくお
もしろくて，どこの劇団に所属しようか
と考えていたとき，明治大学の学園祭で
「大駱駝艦」の公演を観ました。その公演
にものすごく感動しました。大駱駝艦の
公演にセリフはなく，舞踏で表現するの
ですが，「これだ！」と思いました。すべ
てのことが一挙に達成されているような，
ふしぎな感覚でした。「なんだかよくわか

続けているのは
好きだから
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らない感動」がありました。すぐに土方 
巽の「アスベスト館」に入門しました。
私が出会った人のなかで，たったひとり
の天才だと，いまでも思っている人物で
す。２年間そこで稽古を受けましたが，
舞踏はここでやめることにしました。や
はり幼いころからの疑問についてむきあ
いたかったんです。大学院で哲学を専攻
し，本格的に哲学を学ぶことにしたんで
す。
　このような経緯で，哲学の道に入りま
した。それからこの年齢になるまでずっ
と考えてきて，ある程度見えてきたもの
はありますが，「この世界はなぜ存在する
のか」ということの答えは，わからない
ままです。哲学というのは，この問いに
正面からむきあっていく学問なんですね。

哲学者の生活
　朝から 15 時くらいまでは，たいてい哲
学の本を読んでいます。午前中は，授業を
している大学院の演習に使う本を読んで，
午後は自分の関心のある本を読んでいま
す。いまは， ルートヴィヒ・ヨーゼフ・
ヨーハン・ウィトゲンシュタインの 『哲
学探求』をドイツ語で， アルフレッド・
ノース・ホワイトヘッドの『過程と実在』
を英語で，もう一冊はフランス語でベル
クソンの『物質と記憶』を読んでいます。
あとは，西田幾多郎の「私と汝」です。
　演習にむけては，これらを何度も何度
も読み返します。学生からどんな質問が
くるかわからないので，徹底的に細かく
読みこんでいくんです。また，本を書い
ていますので，執筆をしたりして過ごし
ています。なので，一日中机にむかって
何かをしていますね。大学にいるときは
研究室にいますが，そうでないときは，
町の図書館でこれらのことをすることが
多いです。図書館にいると，ほかの方も

調べものをしたり勉強したりなさってい
ますよね。そのふんいきが好きで，私も
図書館にいることが多いんです。みなさ
んラフな感じで過ごされていますが，私
は集中して机にむかっているという感じ
ですね。

言語がもっている「世界」
　哲学と言語習得には，直接的な関係は
ありません。関係はないんですが，やは
り西洋哲学を学ぼうとする際には，西洋
の言語を習得する必要があると思ってい
ます。例えばウィトゲンシュタインの本
を読むときに，日本語に翻訳されたもの
を読むのと，ドイツ語で書かれた原本を
読むのとでは，理解度に差が出てくるん
です。説明するのが難しいのですが，著
者の細かいニュアンスが原本のほうがよ
り伝わる感じがするんですよね。
　言語には，それぞれの言語がもってい
る「世界」があります。ドイツ語にはド
イツ語の世界，フランス語にはフランス
語の世界，英語なら英語の世界。その世
界にみずから入っていかないと，その言
語で書いた哲学者の意図の，いちばん奥
のところまでたどりつかないんです。翻
訳されたものだけでいちばん奥までたど
りつける人もなかにはいるのかもしれま
せんが，私にはそれはできません。

わかればわかるほど
　日常生活を送っていると，ふしぎなこ
とばかりです。昆虫ってなんであんな形
なんだろう？　植物って，じーっとして
動かないけど，寂しくないのかな？　ど
ちらも我々人間と同様に生きているとい
うことだけは理解できるけど……。これ
らはどこからやってきて，なんでこんな
ふうにして生きているんでしょうね？　
謎だらけです。

　そして，これよりもっと私にはわから
ないことがあります。人間は細胞が集まっ
てできていますよね。そして細胞をつくっ
ているのは原子です。その原子をつくっ
ているのがさまざまな素粒子なわけです。
人間も，虫も植物も，構成要素としては，
最小単位は素粒子になるわけですから，
同じなんです。もっというと，机やパソ
コンなどの無生物も，素粒子からできて
いるわけです。この宇宙には無数の生物
や無生物がありますが，すべて素粒子か
らできているという点では同じなんです。
これってふしぎじゃないですか？　さら
にいえば，机やパソコンは「生きていない」
といいますが，それらを構成する電子は，
原子核のまわりをぐるぐるまわっている
んです。これってほんとうに「生きてい
ない」といいきれるのでしょうか？　考
えてみると，これもふしぎに思えてきま
すよね。
　たくさんの本を読んできました。物理
学や数学などを勉強していくと，疑問が
それなりに解決していきます。しかし，
なにかがわかればわかるほど，次の疑問
が浮かんでくるんです。次々に出てくる
謎を考えつづけるのも，哲学なんですね。
　私のイメージでは， 「答え」は深海に
あって，哲学者たちはその「答え」にタッ
チしようと息をとめて必死に潜っていき
ます。深海に到達してタッチする寸前ま
で行くのですが，ギリギリ触れることが
できずに水面に一気に戻されてしまう。
そしてまた「答え」を求めて海に潜って
いく……哲学って，これを繰り返すこと
だと思っています。

好きなこと
　このような学問ですから，嫌になって
しまうこともあります。気持ちがどーん
と沈むときもあります。だって，なにも
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わからないんですから。でも，私は謎が
好きなんです。わからない問題を出題さ
れて，それをひとりでずーっと考えるこ
とが大好きなんですね。学生時代に課題
で出た問題集も，とにかく答えを見るこ
とが嫌いでした。人からものを教わるこ
とも嫌ですね。今でも，町にいる人に道
を聞くこともできるだけしたくありませ
ん。人に聞くくらいなら，道に迷って，
とにかく自分で考えて前に進みたい。気
分が沈むこともありますが，謎を考える
ことがとにかく好きなので，哲学にむい
ている性格なんだと思っています。
　おそらく謎は解決しないまま私の一生
は終わるでしょう。でも，ずっと謎に挑
戦し続けていくことが私の性格に合って
いるのだと思います。

そして，嫌いなこと
　私がもっとも嫌いなことばは「役に立

つ」ということばです。「誰かの役に立つ」
なんてことばをよく耳にしますよね。で
も，先程お話ししたように，そもそも人
生の意味がわかっていないわけです。さ
らに，この宇宙がなぜ存在しているのか
もわかっていないんです。ビックバン以
降，どのようにして今の宇宙になってい
るかは，ある程度わかっているかもしれ
ませんが，そもそもなぜビッグバンが起
きたのかということはわかっていないわ
けです。つまりこの世界はそもそも「意
味のわからない世界」なんです。それな
のに，「誰かの役に立つ」なんて，いかに
も意味がありそうなことばだと思いませ
んか？　「社会の役に立つ人になる」と決
めたところで，そもそも社会がなぜ存在
しているのかもわからないんですから。
　なので，「役に立つ」なんてことは考え
ずに，誰かの迷惑にならないという前提
のもと，みんな自由に，好きなことをし

て生きればいいと思っています。まずは
自分の好きなことを選ぶ。好きじゃなかっ
たらやめる。そういうふうに生きていく
のがいいなと思います。
　私は，謎やふしぎにむかって生きてき
ました。みなさんも，謎やふしぎにむかっ
ていってほしいなと願っています。利益
や有用性，まさに「何かに役に立つ」み
たいなことだけで決まっていくというよ
うな考え方もあると思いますが，そんな
ことはないと思います。疑問に思うこと
をたいせつにしてください。だって，そ
もそもぼくらがなぜここにいるのかも，
わかっていないんですから。

（文責：編集部）
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インタビューを終えて

國分里美パーティ
●大場咲和（高２）お話は難し
くもありましたが，先生の哲学
者になる経緯や哲学への考えな
どさまざまな話題が知れてとて
もおもしろかったです。そして，
先生のお話を聞いてでてきた疑
問や新たな質問などにもていね
いに答えてくれて楽しかったで
す。もともとあまり哲学には興
味がありませんでしたが，お話
にでてきた哲学者を調べ，中村
先生が出版されている本を読ん
でみたいと思いました。また機
会がありましたらお話したいで
す。●大場愉以（大２）「将来
を気にして今やりたくないこと
をやるよりも，今好きなことを
気にせずやればいい」と言い
きってくれるおとなは少ないの

で，話を聞けて良かったです。
また，自分が気になった「なん
で」をないがしろにせず，考え，
調べ，話していくと，勉強にな
るだけでなく，自分の世界を広
げるきっかけになることに気づ
けました。どんな質問にもしっ
かりと答えをもちながら話して
くれて，聞いていておもしろ
かったです。

岸田智子パーティ
●田代優斗（大３）ホワイトへッ
ドの本を読んでみようと思いま
した。先生ご自身の興味を知っ
たうえで，先生の興味とラボの
共通点を探っていきたいと思っ
ていました。直接的に表現でき
ないニュアンスの表現の仕方，
方法論をアングラ演劇と哲学と

ラボとでそれぞれ比較しながら
掘りさげることができたらよ
かったなと思いました。ことば
自体の限界のために，ことばの
分解能以上の認識をできないと
いう立場がおもしろかったで
す。直接的に表現しても伝わら
ないニュアンスの部分を，哲学
では概念を説明するというかた
ちで補い，ラボではことばや身
体を使い，イメージや比喩を重
ねることで達成しているのかな
と思いました。理科系の批判的
なものの見方で分析哲学の先生
に質問したら違いが浮かびあ
がってくるかなと思い，かなり
踏み込んで質問してしまいまし
たが，おおらかに受けいれてく
ださった先生に感謝していま
す。

北谷美穂パーティ
●高濱心花（高１）今回お話を
聞いた中村先生は，今まで私が
出会ったことのないタイプの人
でした。考え方も私とは全然
違って驚くところも多かったで
すが，違うからこそとても興味
深いお話を聞くことができまし
た。きっと中村先生の考え方や
生きてきた道は少数派なんだと
思います。でもまわりに流され
ず自分がふしぎに思ったことや
興味のあることにためらうこと
なく挑戦してきた中村先生のよ
うに，私も自分の意思でやりた
いことや気になったことにどん
どん突きすすんでいきたいで
す。貴重な体験ができて嬉し
かったです。

［取材日］2024年 10月

［取材協力］ 
國分里美P（静岡県），岸田智子Ｐ，北谷美穂P（愛知県）
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　高校 3年生のときに， ラボの高校
留学に参加しました。富山県に住ん
でいた私にとって留学は，世界に開
かれた大きな窓で，世界がどこまで
も広がっていることを感じさせるも
のでした。
　私は今， 「探究学舎」 という会社で
働いています。宇宙や元素，地球，
アート，戦国時代，ことば，生命の
進化……といったさまざまなテーマ
をとおして，世界の美しさやロマン，
神秘や叡智と出会う教室を運営して
います。いわゆる受験塾ではなく，
テストや評価もありません。自分が
興味のあるものを見つけたり，いろ
いろな自分と出会ったりする場所で
す。
　私がとくに気に入っているのは，
教材をつくる仕事です。教材づくり
はまず，多くの情報にふれるところ
から始まります。本を何冊も読んだ

驚きと感動が世界を彩る
り，動画を見たり，人に会いに行っ
たり。するとあるとき，しぜんと涙
が出たり，大きく息をのみ込んだり
と，心震えるひと言や瞬間に出会い
ます。
　そのひとつが「相転移」でした。
本を読んでいて，まず，地球の中が
緑色の岩「かんらん岩」でできてい
ることを知りました。実際に岩を
買ってみると，緑のキラキラした岩
が届きました。さらに驚くべきこと
に，かんらん岩は地中深くにいく
と，温度と圧力で結晶構造が変わ
り，水色や青色，茶色の別の鉱物に
変身していくのだと，専門家に教え
てもらいました。こうした変化を相
転移と呼んでいるそうです。緑色，
水色，青色，茶色の，地球の美しく，
ふしぎな姿に魅了され， とても興奮し
ながら教材をつくったら， その授業
は大盛況。しばらく子どもたちの間
で， 「相転移」 ということばがブーム
になりました。世界は知るに値する，
驚きと感動に満ちあふれた場所で
す。私にとって教材づくりは，世界
のなかから原石を見つけ，子どもた
ちにプレゼントするためにブリリア
ントカットを施す仕事です。

　ラボの高校留学でも，驚きと感動
に満ちた世界にたくさん出会いまし
た。文化や言語の違いはもちろん，
どこまでも続く丘陵地帯に沈む夕陽
や，異国の友人たちと一緒にプレー
したバスケットボール， ミュージカル
の名曲をみんなで歌う音楽の授業。
そのどれもが新鮮で，高校生の私の
心を揺さぶりました。そして，その
時の瑞々しい感動をいっぱいに吸い
こんだ豊かな心が，今，働く土台に
なっていると感じています。
　みなさんの心のなかにある驚きや
感動が，きっと世界を拓いていきま
す。その感動をたいせつに！

むかい あつし＝株式会社探究学舎　
教室事業部長　コンテンツクリエイ
ター　ファシリテーター
（富山県・松木明子パーティOB）

向 敦史
会社員

184

＜国際友好親善事業＞
■海外からの青少年受入れプログラム
• 中国・上海外国語大学付属外国語学
校 （生徒７名，教師１名が来日予定）
　 日程：2024 年 12月 22日㊐～ 2025
年１月３日㊎
• ニュージーランド （青少年 25 名，
引率者２名が来日予定）
　 日程：2024 年 12月 13日㊎～ 2025
年１月４日㊏

＜東京言語研究所＞
■公開講座
　2025 年３月 16 日㊐
　講師：円城 塔（小説家）
　演題：未定

■集中講義
　2025 年３月８日㊏・９日㊐
　講師：藤田耕司 （京都大学名誉教授）
　演題：未定

■理論言語学講座：2025 年５月開講
　要項掲載開始予定：2025年３月上旬
　申込開始：３月下旬

※詳細については東京言語研究所
ウェブサイトに掲載します。
 https://www.tokyo-gengo.gr.jp/
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